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背景：腹膜透析患者において、残存腎機能（residual kidney function : RKF）は生命予後への影響
因子として数多く報告されている。また、血圧低下は、腎代替療法を受けていない慢性腎臓病患者の
緩徐な腎機能低下と関連している。しかしながら、腹膜透析（peritoneal dialysis : PD）患者にお
けるこの関係についての報告は限られている。 今回我々は後ろ向きコホート研究において、血圧と
RKF低下との関連を評価した。
方法：1998年から2014年の間にPDを開始した228人の患者を本研究に登録した。24時間蓄尿におけるク
レアチニンと尿素窒素のクリアランスの平均をRKFとして算出した。患者各々のRKFの回帰直線を算出
することで、RKFの年当たりの低下速度を算出した。低下したRKFは指数関数的に低下すると考えられ
るため、RKFの対数（log RKF）による年当たりの低下速度もまた算出した。2018年の高血圧管理に対
する欧州心臓病学会および欧州高血圧学会ガイドラインを基に、PD開始後3か月の患者血圧（BP3M）を

4つのグループ（至適群、正常および正常高値群、グレード1高血圧群、グレード2・3高血圧群）に分
類した。
結果：未調整、年齢・性調整、多変数調整を行ったRKFおよびlog RKFの低下速度は、BP3Mが高くなる

につれ有意に低下した（傾向性p<0.01）。至適群と比較して、RKFおよびlog RKFの中央値より低下速
度の速い群に対するグレード2・3高血圧群の多変数調整オッズ比と95％信頼区間（confidence
interval : CI）は、それぞれ4.04（CI：1.24–13.2）、5.50（CI：1.58–19.2）であった（p
<0.05）。
結論：PD開始後の血圧高値は、PD患者のRKFのより速い低下と関連している。
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